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【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　注視エリアディスプレイビューをプロセスプラント内に提示する方法であって、
　プロセスプラントの操作環境内でオペレータアプリケーションを実行するコンピューテ
ィングデバイスのユーザインターフェースを介して、プロセス制御ディスプレイ要素の表
示をディスプレイビューのレイアウト内に含まれる第１のディスプレイ領域内に提示する
ことであって、前記プロセス制御ディスプレイ要素の各々は１つ以上のプロセスパラメー
タに対応する、提示することと、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記第１のディスプレイ領域と同時に、第２の
ディスプレイ領域を前記ディスプレイビューの前記レイアウト内に提示することであって
、前記第２のディスプレイ領域は前記プロセス制御ディスプレイ要素を遮らない、提示す
ることと、
　前記ユーザインターフェースを介して、ユーザが、前記第２のディスプレイ領域内に表
示するために、前記第１のディスプレイ領域内の前記プロセス制御ディスプレイ要素のう
ちの１つを選択したという表示を受信することと、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記第２のディスプレイ領域内に、前記選択さ
れたプロセス制御ディスプレイ要素に対応する１つ以上のプロセスパラメータを提示する
こととを含む、方法。
【請求項２】
　前記プロセス制御ディスプレイ要素は、前記第１のディスプレイ領域内の第１のディス
プレイビュー内に提示され、
　前記第１のディスプレイ領域内の第２のディスプレイビューにナビゲートする要求を受
信することであって、前記第２のディスプレイビューは前記第１のディスプレイビューと
は異なるプロセス制御ディスプレイ要素を含む、受信することと、
　前記第１のディスプレイ領域内の前記第２のディスプレイビューにナビゲートする前記
要求に応答して、
　　前記ユーザインターフェースを介して、前記異なるプロセス制御ディスプレイ要素の
表示を前記第１のディスプレイ領域内に提示することと、



(2) JP 2019-71051 A5 2021.11.11

　　前記ユーザインターフェースを介して、選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に
対応するプロセスパラメータを前記第２のディスプレイ領域内に提示し続けることとをさ
らに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ユーザが、前記第２のディスプレイ領域内に表示するために、前記第１のディスプレイ
領域内の前記プロセス制御ディスプレイ要素のうちの１つを選択したという表示を受信す
ることは、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記ユーザが、
　　（ｉ）前記第１のディスプレイ領域内のプロセス制御ディスプレイ要素を選択し、
　　（ｉｉ）前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対するドラッグ操作であっ
て、前記第１のディスプレイ領域内に原点を有し前記第２のディスプレイ領域内に目的地
を有する、ドラッグ操作、を遂行し、
　　（ｉｉｉ）前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対するドロップ操作を前
記第２のディスプレイ領域内で遂行した、
　という表示を受信することを含む、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　ユーザが、前記第２のディスプレイ領域内に表示するために、前記第１のディスプレイ
領域内の前記プロセス制御ディスプレイ要素のうちの１つを選択したという表示を受信す
ることは、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記プロセス制御ディスプレイ要素に関連付け
られたメニューであって、前記プロセス制御ディスプレイ要素を前記第２のディスプレイ
領域内に表示するためのメニューオプションを含む、メニュー、を提示することと、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記ユーザが前記プロセス制御ディスプレイ要
素を前記第２のディスプレイ領域内に表示するための前記メニューオプションを選択した
という表示を受信することとを含む、請求項１から３のいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素は、第１のプロセス制御ディスプレイ要
素であり、前記方法はさらに、
　前記ユーザインターフェースを介して、ユーザが、前記第２のディスプレイ領域内に表
示するために、前記第１のディスプレイ領域内の第２のプロセス制御ディスプレイ要素を
選択したという表示を受信することと、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記第２のディスプレイ領域内に、前記選択さ
れた第２のプロセス制御ディスプレイ要素に対応する１つ以上のプロセスパラメータを提
示することとを含む、請求項１から４のいずれか１項に記載の方法。
【請求項６】
　前記ユーザインターフェースを介して、前記第１のディスプレイ領域および前記第２の
ディスプレイ領域と同時に、プロセス制御ディスプレイ要素の表示を前記ディスプレイビ
ューの前記レイアウト内に含まれる第４のディスプレイ領域内に提示することであって、
前記プロセス制御ディスプレイ要素の各々は１つ以上のプロセスパラメータに対応する、
提示することと、
　前記ユーザインターフェースを介して、ユーザが、前記第２のディスプレイ領域内に表
示するために、前記第４のディスプレイ領域内のプロセス制御ディスプレイ要素を選択し
たという表示を受信することと、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記第２のディスプレイ領域内に、前記第４の
ディスプレイ領域内の前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対応する１つ以上
のプロセスパラメータを提示することとをさらに含む、請求項１から５のいずれか１項に
記載の方法。
【請求項７】
　前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対応する前記１つ以上のプロセスパラ
メータを提示することは、
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　前記ユーザインターフェースを介して、
　　（ｉ）プロセスパラメータに関連付けられたアラームの表示、
　　（ｉｉ）プロセスパラメータの名称、
　　（ｉｉｉ）プロセスパラメータに関連付けられたアラームの名称、
　　（ｉｖ）プロセスパラメータの記述、
　　（ｖ）プロセスパラメータに関連付けられたアラームの記述、
　　（ｖｉ）プロセスパラメータの現在値、
　　（ｖｉｉ）プロセスパラメータに関連付けられた工学単位、
　　（ｖｉｉｉ）プロセスパラメータに関連付けられた履歴化された値の傾向もしくはチ
ャート、または
　　（ｉｘ）プロセスパラメータに関連付けられたアラームの現在のステータス
　のうち
の少なくとも１つを提示することを含む、請求項１から６のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　　前記ユーザインターフェースを介して、前記ユーザが、前記第２のディスプレイ領域
から除去するために、前記第２のディスプレイ領域内に提示される前記プロセスパラメー
タのうちの１つを選択したという表示を受信することと、
　前記第２のディスプレイ領域から前記選択されたプロセスパラメータを除去することと
をさらに含む、請求項１から７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記ユーザは、第１のユーザであり、
　前記第２のディスプレイ領域内のグラフィカルユーザコントロールを介して第１のユー
ザから、前記第２のディスプレイ領域内に提示される前記１つ以上のプロセスパラメータ
の１つに関連付けられたコメントまたはメッセージを受信することと、
　第２のユーザのコンピューティングデバイスのユーザインターフェースを介して、前記
ディスプレイビューの前記レイアウト内の前記第２のディスプレイ領域を提示することと
、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記第２のユーザが、前記第２のディスプレイ
領域内に表示するために、関連付けられたコメントまたはメッセージを有する前記プロセ
スパラメータに対応するプロセス制御ディスプレイ要素を選択したという表示を受信する
ことと、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記第２のディスプレイ領域内に、前記プロセ
スパラメータを前記関連付けられたコメントまたはメッセージと共に提示することとをさ
らに含む、請求項１から８のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２のディスプレイ領域内のグラフィカルユーザコントロールを介して第１のユー
ザから、前記第２のディスプレイ領域内に提示される前記１つ以上のプロセスパラメータ
の１つの選択を受信することと、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記第２のディスプレイ領域からの前記選択さ
れたプロセスパラメータに関連付けられた追加情報を含む第５のディスプレイ領域を提示
することとをさらに含む、請求項１から９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対応する前記１つ以上のプロセスパラ
メータは、第１の時間に前記第２のディスプレイ領域内に提示され、前記方法はさらに、
　前記ユーザに関連付けられたコンピューティングデバイスにおいて、前記選択されたプ
ロセス制御ディスプレイ要素の表示を記憶することと、
　第２の時間に、前記ユーザインターフェースを介して、前記第２のディスプレイ領域内
に、前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素の前記記憶された表示に基づいて、前
記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対応する前記１つ以上のプロセスパラメー
タを提示することとを含む、請求項１から１０のいずれか１項に記載の方法。
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【請求項１２】
　ユーザが、前記第２のディスプレイ領域内に表示するために、前記第１のディスプレイ
領域内の前記プロセス制御ディスプレイ要素のうちの１つを選択したという表示を受信す
ることは、
　前記ユーザインターフェースを介して、第３のディスプレイ領域を前記ディスプレイビ
ューの前記レイアウト内に提示することと、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記ユーザが、
　　（ｉ）前記第１のディスプレイ領域内のプロセス制御ディスプレイ要素を選択し、
　　（ｉｉ）前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対するドラッグ操作であっ
て、前記第１のディスプレイ領域内に原点を有し前記第３のディスプレイ領域内に目的地
を有する、ドラッグ操作、を遂行し、
　　（ｉｉｉ）前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対するドロップ操作を前
記第３のディスプレイ領域内で遂行した、
　という表示を受信することとを含む、請求項１から１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第３のディスプレイ領域は、前記ディスプレイビューの前記レイアウト内の前記第
１のディスプレイ領域内に含まれる、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　注視エリアディスプレイビューをプロセスプラント内に提示するためのシステムであっ
て、
　各々が工業プロセスを制御するように物理的機能を遂行する、前記プロセスプラント内
に配設された１つ以上のデバイスと、
　コンピューティングデバイスであって、
　　１つ以上のプロセッサ、および
　　前記１つ以上のプロセッサに連結され、オペレータアプリケーションを記憶する非一
時的なコンピュータ可読媒体であって、前記１つ以上のプロセッサによって実行されると
、前記コンピューティングデバイスに、
　　　前記コンピューティングデバイスのユーザインターフェースを介して、プロセス制
御ディスプレイ要素の表示をディスプレイビューのレイアウト内に含まれる第１のディス
プレイ領域内に提示することであって、前記プロセス制御ディスプレイ要素の各々は前記
１つ以上のデバイスに関連付けられた１つ以上のプロセスパラメータに対応する、提示す
ること、
　　　前記ユーザインターフェースを介して、前記第１のディスプレイ領域と同時に、第
２のディスプレイ領域を前記ディスプレイビューの前記レイアウト内に提示することであ
って、前記第２のディスプレイ領域は前記プロセス制御ディスプレイ要素を遮らない、提
示すること、
　　　前記ユーザインターフェースを介して、ユーザが、前記第２のディスプレイ領域内
に表示するために、前記第１のディスプレイ領域内の前記プロセス制御ディスプレイ要素
のうちの１つを選択したという表示を受信すること、および
　　　前記ユーザインターフェースを介して、前記第２のディスプレイ領域内に、前記選
択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対応する１つ以上のプロセスパラメータを提示
することを行わせる、非一時的なコンピュータ可読媒体、を含む、コンピューティングデ
バイスとを備える、システム。
【請求項１５】
　前記プロセス制御ディスプレイ要素は、前記第１のディスプレイ領域内の第１のディス
プレイビュー内に提示され、前記オペレータアプリケーションはさらに、前記コンピュー
ティングデバイスに、
　前記第１のディスプレイ領域内の第２のディスプレイビューにナビゲートする要求を受
信することであって、前記第２のディスプレイビューは前記第１のディスプレイビューと
は異なるプロセス制御ディスプレイ要素を含む、受信することと、
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　前記第１のディスプレイ領域内の前記第２のディスプレイビューにナビゲートする前記
要求に応答して、
　　前記ユーザインターフェースを介して、前記異なるプロセス制御ディスプレイ要素の
表示を前記第１のディスプレイ領域内に提示することと、
　　前記ユーザインターフェースを介して、選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に
対応するプロセスパラメータを前記第２のディスプレイ領域内に提示し続けることとを行
わせる、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記オペレータアプリケーションは、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記ユーザが、
　　（ｉ）前記第１のディスプレイ領域内のプロセス制御ディスプレイ要素を選択し、
　　（ｉｉ）前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対するドラッグ操作であっ
て、前記第１のディスプレイ領域内に原点を有し前記第２のディスプレイ領域内に目的地
を有する、ドラッグ操作、を遂行し、
　　（ｉｉｉ）前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対するドロップ操作を前
記第２のディスプレイ領域内で遂行した、
　という表示を受信することによって、前記コンピューティングデバイスに、ユーザが、
前記第２のディスプレイ領域内に表示するために、前記第１のディスプレイ領域内の前記
プロセス制御ディスプレイ要素の１つを選択したという表示を受信させる、請求項１４ま
たは１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記オペレータアプリケーションは、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記プロセス制御ディスプレイ要素に関連付け
られたメニューであって、前記プロセス制御ディスプレイ要素を前記第２のディスプレイ
領域内に表示するためのメニューオプションを含む、メニュー、を提示することと、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記ユーザが前記プロセス制御ディスプレイ要
素を前記第２のディスプレイ領域内に表示するための前記メニューオプションを選択した
という表示を受信することとによって、前記コンピューティングデバイスに、ユーザが、
前記第２のディスプレイ領域内に表示するために、前記第１のディスプレイ領域内の前記
プロセス制御ディスプレイ要素の１つを選択したという表示を受信させる、請求項１４か
ら１６のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記オペレータアプリケーションはさらに、前記コンピューティングデバイスに、
　前記第２のディスプレイ領域内のグラフィカルユーザコントロールを介して、前記第２
のディスプレイ領域内に提示される前記１つ以上のプロセスパラメータの１つの設定点を
調節する要求を受信することと、
　前記調節された設定点に従って前記プロセスプラント内に配設された前記１つ以上のデ
バイスの１つの動作を調節することとを行わせる、請求項１４から１７のいずれか１項に
記載のシステム。
【請求項１９】
　前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素は第１のプロセス制御ディスプレイ要素
であり、前記オペレータアプリケーションはさらに、前記コンピューティングデバイスに
、
　前記ユーザインターフェースを介して、ユーザが、前記第２のディスプレイ領域内に表
示するために、前記第１のディスプレイ領域内の第２のプロセス制御ディスプレイ要素を
選択したという表示を受信することと、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記第２のディスプレイ領域内に、前記選択さ
れた第２のプロセス制御ディスプレイ要素に対応する１つ以上のプロセスパラメータを提
示することとをさらに行わせる、請求項１４から１８のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２０】
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　前記オペレータアプリケーションはさらに、前記コンピューティングデバイスに、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記第１のディスプレイ領域および前記第２の
ディスプレイ領域と同時に、プロセス制御ディスプレイ要素の表示をディスプレイビュー
のレイアウト内に含まれる第４のディスプレイ領域内に提示することであって、前記プロ
セス制御ディスプレイ要素の各々は１つ以上のプロセスパラメータに対応する、提示する
ことと、
　前記ユーザインターフェースを介して、ユーザが、前記第２のディスプレイ領域内に表
示するために、前記第４のディスプレイ領域内のプロセス制御ディスプレイ要素を選択し
たという表示を受信することと、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記第２のディスプレイ領域内に、前記第４の
ディスプレイ領域内の前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対応する１つ以上
のプロセスパラメータを提示することとを行わせる、請求項１４から１９のいずれか１項
に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記オペレータアプリケーションは、
　前記ユーザインターフェースを介して、
　　（ｉ）プロセスパラメータに関連付けられたアラームの表示、
　　（ｉｉ）プロセスパラメータの名称、
　　（ｉｉｉ）プロセスパラメータに関連付けられたアラームの名称、
　　（ｉｖ）プロセスパラメータの記述、
　　（ｖ）プロセスパラメータに関連付けられたアラームの記述、
　　（ｖｉ）プロセスパラメータの現在値、
　　（ｖｉｉ）プロセスパラメータに関連付けられた工学単位、
　　（ｖｉｉｉ）プロセスパラメータに関連付けられた履歴化された値の傾向もしくはチ
ャート、または
　　（ｉｘ）プロセスパラメータに関連付けられたアラームの現在のステータス
　のうちの少なくとも１つを提示することによって、前記コンピューティングデバイスに
、前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対応する前記１つ以上のプロセスパラ
メータを提示させる、請求項１４から２０のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記オペレータアプリケーションはさらに、前記コンピューティングデバイスに、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記ユーザが、前記第２のディスプレイ領域か
ら除去するために、前記第２のディスプレイ領域内に提示される前記プロセスパラメータ
のうちの１つを選択したという表示を受信することと、
　前記第２のディスプレイ領域から前記選択されたプロセスパラメータを除去することと
を行わせる、請求項１４から２１のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記第２のディスプレイ領域は、前記ディスプレイビューの前記レイアウト内の前記第
１のディスプレイ領域内に含まれる、請求項１４から２２のいずれか１項に記載のシステ
ム。
【請求項２４】
　前記オペレータアプリケーションはさらに、前記コンピューティングデバイスに、
　前記第２のディスプレイ領域内のグラフィカルユーザコントロールを介して第１のユー
ザから、前記第２のディスプレイ領域内に提示される前記１つ以上のプロセスパラメータ
の１つの選択を受信することと、
　前記ユーザインターフェースを介して、前記第２のディスプレイ領域からの前記選択さ
れたプロセスパラメータに関連付けられた追加情報を含む第５のディスプレイ領域を提示
することとを行わせる、請求項１４から２３のいずれか１項に記載のシステム。
【請求項２５】
　前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対応する前記１つ以上のプロセスパラ
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メータは、第１の時間に前記第２のディスプレイ領域内に提示され、前記オペレータアプ
リケーションはさらに、前記コンピューティングデバイスに、
　前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素の表示を記憶することと、
　第２の時間に、前記ユーザインターフェースを介して、前記第２のディスプレイ領域内
に、前記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素の前記記憶された表示に基づいて、前
記選択されたプロセス制御ディスプレイ要素に対応する前記１つ以上のプロセスパラメー
タを提示することとを行わせる、請求項１４から２４のいずれか１項に記載のシステム。


	header
	written-amendment

